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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．法令以外にも組織が約束したことを遵守することを宣言する。

２ ．事業所や車両の省エネに努めます。

３ ．廃棄物処理・リサイクル業は再資源化に取り組むことを宣言する。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．電気及び自動車燃料使用量の節減により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

６ ．現場・施設周辺の清掃、美化に努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境経営方針

制定日： 2017年7月1日

改定日：

池上金重

　株式会社池上環境開発では、平成22年3月大阪府において産業廃棄物積替え・保管許可を取得し、創
業以来30年余で培ってきたノウハウと組み合わせることで、より確実に、柔軟に、お客様のご要望にお
応えいたします。お客様より処理依頼をいただいた廃棄物を、積替え、保管施設で徹底して選別するこ
とより、リサイクルできる資源は 大限、埋立処分は 小限にすることが可能となります。池上環境開
発では、廃棄物の品目や状態、お客様のご要望に応じて、常に 善の廃棄物処理をご提案いたします。
又、社員一丸となって、地球環境の保全に努めております。

2021年5月14日

株式会社池上環境開発は産業廃棄物収集運搬において、社会的責任を重視し、廃棄物のリサ
イクル・再資源化を継続的に実践して循環型社会形成の推進を計り資源の有効利用と地球環
境保全に貢献します。

代表取締役社長

認証番号００１２７８７



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

 株式会社　池上環境開発
代表取締役　池上　金重

（２） 所在地
本　　　社 大阪府松原市東新町4丁目4番5号
羽曳野営業所 大阪府羽曳野市碓井3丁目506番1
奈良営業所 奈良県吉野郡大淀町大字比曽655番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 池上　和弘 TEL：072-332-3894
担当者 新垣　優子

（４） 事業内容
一般廃棄物収集運搬・産業廃棄物収集運搬

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円 （2020年度）

名 名 名 名
㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ

4ｔパッカー車 台
2ｔダンプカー 台
4ｔコンテナ車 台
３ｔユニック車 台

合計 台
積み替え保管施設

㎡ ｍ
㎡ ｍ
㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：  株式会社　池上環境開発
対象事業所： 本社

羽曳野営業所
奈良営業所

対象外： なし
活動： 一般廃棄物収集運搬・産業廃棄物収集運搬

□事業の紹介

状況に応じて、リサイクル及び処分先へ直接運搬。
プロの目で判断し、 適な方法をとります。
地球に優しい廃棄物処理が、ここにはあります。
社員一丸 環境活動に積極的に参加します。

9

受託した一般廃棄物
中間処理後の産廃の処分量 0 0

収集運搬量（2021年度）

1
2

昭和60年3月28日

終処分量

受託した産業廃棄物
延べ床面積　　　 101.64 393.4 176.7 671.74

1,000
8,445

0

2022年4月1日

台数車種 備　　考
1

本社 羽曳野営業所

1
5

名称 保管面積 保管上限
278.5

奈良営業所 合計
従業員　　　　　 5 4

羽曳野営業所 2.5
備考

439

0

中間処理量
0

収集運搬量（2021年度） 1,030
0



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

高橋

代表者
社長　池上金重

 環境管理責任者

池上和弘

全従業員

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

環境委員会

2022年4月1日

環境委員会

環境事務局

・環境経営に関する統括責任

新垣

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び 新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

新垣　優子

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

環境管理責任者

池上　和弘
・環境経営レポートの確認

丹下　広志

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営方針の策定・見直し

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

池上　金重

事務部

新垣
収集運搬部門

丹下



□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□廃棄物処理フロー

和歌山県 第03000034151号 令和3年4月1日 令和8年3月6日

令和3年3月28日 令和8年3月27日

京都府 第02600034151号 令和3年5月27日

第02900034151号

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

松原市 第15号 令和4年4月1日 令和6年3月31日 事業系一般廃棄物（可燃物、不燃物、粗大ごみ）

令和8年3月28日

許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 第02710034151号 令和4年1月19日 令和9年1月18日

兵庫県 第02801034151号

奈良県 令和3年6月27日 令和8年6月26日

産業廃棄物
収集運搬

中間処理施設
（社外処理）

行政引渡し

許可区域 許可番号

積み替え保管施設
直接運搬

一般廃棄物
収集運搬

有価物
（社外処理）



□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2
トン

トン

トン

トン

kg 

kg 
kg 
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後の係数　(H29.12.21公表値）

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

〇

✕
〇

廃棄物排出量 28 34 36

0

55%
基準年度比 2017年 90% 71%

97% 93%
kg-CO2 41,660 40,410

95%

51 46 36 44

78 58
88%

75

環境に配慮した収集運
搬

行動目標（次項による）

受託廃棄物のリサイクル率の向上

自動車燃料による二酸
化炭素削減

43,539

96%基準年度比 2017年

4,549

98% 101% 97% 96%

44,12644,590

39,994 39,577

4,738 4,596

45

2017年

86%

受託産廃 終処分量 0
439受託一廃収集運搬量

28 34 36　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量 0 0

2022年

二酸化炭素総排出量

受託産廃収集運搬量

38,767

88% 86%

上記二酸化炭素排出量
合計

kg-CO2 46,398

一般廃棄物の削減
kg

77

項　目 2019年 2020年

総排水量 63 67

2017年

（基準年)
基準値

58

kg-CO2

基準年度比

基準年度比

52%

2021年

54%

4,772

45,054

4,643

% － 53%
水道水の削減 ㎥ 87

90% 67%

0.493

49,485 47,834 43,539

（目標） （実績）

1,230 1,058

381 393

1,029

0

0 0 0
0

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年

（目標）
評
価 （目標）

2023年

受託産廃中間処理量

電力による二酸化炭素
削減



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

一般廃棄物の削減

受託廃棄物のリサイクル率の向上

水道水の削減

環境に配慮した収集運搬

上半期よりも徐々に改善傾向がみられました。次年度も達成出来るよう
に試みたいと思います。

水道を頻繫に使用することがないので、節水はできました。実質的に使
用量が少ないので削減は出来ている。次年度も漏水の点検、節水に務
めます。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

0 0

・効率的なルートで収集運搬
・アイドリングストップ（パッカー車除

0 0

○
○
○

使用済の書類等は裏面を使用するなどして削減し、両面コピー機等を
購入したので効率的になってます。廃棄物量が少ないので消滅できまし
た。次年度も分別回収の徹底に努めてまいります。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

作業中車両から降りる時はエンジンを停止し、走行時に空ぶかし等を心
掛け、消滅出来たと思います。次年度も引き続き目標達成を試みたいと
思います。

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施 ○

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

0 　
　

取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・保管期間終了後の書類は裏を使用する

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

達成状況
数値目標 ×

達成状況
数値目標 〇

・排出先の分別徹底の依頼

○

0 0
0 0

○

・選別の徹底
・リサイクル先の開拓

取組結果とその評価、次年度の取組内容
〇
○

達成状況

○

達成状況
数値目標 × 温暖化等もあり、3年目は目標達成出来ず、今後も不要照明・ノー残業

デーに取り組んでいきたいと思います。

0

○

○

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
数値目標 〇

0 0

・作業開始前の車両点検 車両点検等は毎日しており、エコドライブの実施にもつなげました。車両
点検等は各々実施しており、問題はなくエコドライブの実施等に繋げた
い。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項 ○

・3Sの推進



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

フロン排出抑制法

従業員同士、確認しあいながら手際よく出来た。

池上　初子　新垣　優子　
2021年4月19日（月） 羽曳野営業所

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

遵守評価

〇
〇自動車Ｎox・PM法、大阪府条例（流入車規制）

〇

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物収集運搬・産業廃棄物収集運搬　　　

業務用空調機
収集運搬車

廃棄物処理法
適用される法規制



□代表者による全体の評価と見直し・指示
代表取締役　池上　金重　実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

引き続き、社員一丸となって取り組んでいきたいと思います。

2022年5月10日

一昨年度から、新型コロナウィルスで時差出勤するなど影響もありましたが、3年目のＥＡ21終始まで、考慮しつつも無事
に終える事が出来ました。

全体では昨年度と同じような業務傾向の中、ＥＡ21全社員が積極的に取り組み、目標達成もあれば未達もありました
が、社員の削減への意識が根付き取り組みに対する個々のレベルアップが図れました。自動車燃料・一般廃棄物・
水道水は、目標達成出来ましたが、電力・受託廃棄物のリサイクル率は目標達成出来ませんでした。
次年度も全社員が環境活動に対する意識を高めて確実に実行に移し、目標に向けて更なる成果を得られるように
継続実施を進めていきたいと考えてます。

3年目となる2022年度は全社員がエコアクション21に積極的に取り組み、目標全達成とまではいきませんでしたが環境意識も高
まっており、成果に出ている部分もあります。電力に関しては温暖化等の影響で、達成出来ずその後も、持続できるように改善
点・対応策を検討する。他の項目も、目標達成できるように今後も継続していきたいと思います。又、社員一同が理解と意識の
向上を図り、認識させ事業活動を実践していきます。


